
ＪＲ総連は、裁判における事実を伝えるべきだ！

≪津崎裁判≫第1回口頭弁論

原告の渡邊幹夫さんが「意見陳述」を行う！

被告の津崎さんは、私たち原告らが「組織破壊行為を行った」と嘘の報告書「津崎

文章」を作成し、JR総連に報告した。これが本件の出発点であり、原告らが「組織破

壊者」との汚名を着せられ、ＪＲ東海労がＪＲ総連を除名になる発端となった。

JR総連は｢すでに津崎さんは嘘の報告書を撤回し、関係者に謝罪している」と言って

いる。しかし、私にも小林にも謝罪などしていない。私たちは、裁判沙汰になる前に、

お互いによく話し合えば解決できると思っていたが、残念ながら提訴することになった。

信頼関係は組合運動の基本である。役員はそのことを肝に銘じて「嘘をつかない」

「誠実に活動する」必要がある。嘘の報告を平然とした被告の津崎さんには、襟を正

して反省し、謝罪することを求める。

かんさい回覧板


